
［成果情報名］汎用循環式乾燥機によるトウモロコシ子実の乾燥および水分推定手法 

［要約］米麦大豆汎用の循環式乾燥機を用いたトウモロコシ子実乾燥は小麦設定など 40-50 ℃の通風

温度とすることで、穀温が 40 ℃を上回ることなく乾減率 1-2 %/hで乾燥可能である。仕上水分の確

認には、トウモロコシ仕様の静電容量式水分計が望ましいが、大豆仕様でも換算により可能である。 
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［背景・ねらい］ 

水田利用の促進および国産濃厚飼料の増産を目的に、水田輪作の一環として子実用トウモロコシ

を生産することが考えらる。また、実際に現地において、水稲農家がトウモロコシ子実を生産し、米

麦大豆用の循環式乾燥機での乾燥を試みる事例が散見されるようになった。しかし、国内においてト

ウモロコシ子実を生産した事例および乾燥に関する知見や技術の蓄積は少ない。 

ここでは、トウモロコシ子実の米麦大豆用の汎用循環式乾燥機による乾燥試験と市販水分計によ

る測定値と絶乾法による水分の比較を行い、現状でトウモロコシ子実を生産する際に参考となる情報

を提示する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．汎用循環式乾燥機でトウモロコシ子実は、仕上水分 15 ％以下まで乾燥可能である。小麦設定の

場合は通風温度が 40-50 ℃で乾減率は 1-2 %/h程度となる(図 1)。また，穀温は 40 ℃を上回ら

ず、熱損傷の点から問題は無い。除水量あたりの消費熱量は 5.5-6.5 MJ/kgで他の試験事例と同

等である(表１)。 

２．トウモロコシ用として販売されている静電容量式水分計について、A社（国内）製と B社（米

国）製の 2機種を供試した結果によると、両者とも実用上十分な性能と判断できるが、国内製の

ほうが安定した値である(図 2、表 2)。 

３．静電容量式と大豆用乾燥機内蔵金属ロール式（国内 C社製）については、両者ともトウモロコシ

用でないため、表示水分は絶乾法との差が大きい。そのため、乾燥終了の判断など、トウモロコ

シ子実水分の測定に利用する場合には近似式による換算値による必要がある(表 2)。 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本情報は、国内農家の慣行の設備を用いて、トウモロコシ子実の乾燥流通を試行する技術開発段

階での活用を想定している。 

２．一般的に乾燥作業では通風温度が高いと乾減率が大きくなり、汎用循環式乾燥機では、一般的に

通風温度は小麦設定の場合が最も高い。これは、籾設定の場合は胴割れ防止、大豆設定の場合

はしわ粒防止のため、乾減率を低く抑える必要があるので、通風温度は低めに設定されている

ことによる。そこで、飼料用として迅速な乾燥が必要なトウモロコシ子実では、比較的、通風

温度が高い小麦設定での作業が望ましい。なお、穀温 49°を超えると発芽に影響が出る可能性

があるため、種子用では留意する必要がある。 

３．乾燥機に米麦用水分計を付けた状態では、水分計にトウモロコシ子実が入らず、エラーにより乾

燥機が停止する場合がある。また、大豆水分計を付け、大豆設定とした場合、しわ粒防止機能

で点火しない場合がある。これらの場合は水分計を取外し、小麦設定でタイマー運転を行うな

どの対応が必要である。 



 

 

［具体的データ］ 
     表１ 乾燥試験結果    

  乾燥機 
設定*1 

平均 
通風温度 

［℃］ 

初期 
水分*2 
［%] 

仕上 
水分*2 
［%] 

 
張込量*３ 

［kg］ 

所要 
時間 
［h］ 

乾減率 
［％/h] 

除水量あたり 
消費熱量 
［MJ/kg]  

 

 ① 「小麦」 42.2 30.9 12.9 1 655 10.5 1.7 6.5  

 ② 「小麦」 - 32.2 15.7 1 665 13.0 1.3 5.5  

 ③ 
「小麦」10h 
→「大豆」6h 

 
- 

 
39.5 

 
15.1 

 
1 135 

 
16.0 

1.9→0.9 
（平均 1.5） 

5.6  

*1 ①、②は、「小麦」にて順調に乾燥できた。③では後半の大豆設定で乾減率が低下した。 
*2 水分は、Kett 製 PM650 によった。 
*3 乾燥機容量は籾 2.5 ｔ。張込量(乾燥機投入量)は、水分 15％換算とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 各水分計と絶乾法との比較 

 

 

表２ 絶乾法（１３５℃-１０g 粒-２４h）と各水分計の表示値の比較と近似式＊ 

＊図２の水分計と対応 

（金井源太、篠遠善哉、山下善道） 
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水分計 

 
近似式 

 

 
決定係数 

 

近似式による 
絶乾法 15 .0 %時の 

推定表示値 

A トウモロコシ用静電容量式 
（国内 A 社製） 

y = 1.01 x + 0.33 R ² = 0.99 14.6 % 

B トウモロコシ用静電容量式 
（米国 B 社製） 

y = 0.94 x + 2.94 R ² = 0.91 14.5 % 

C 大豆用乾燥機内蔵 
金属ロール式（国内 C 社製） 

y = 0.98 x + 3.89 R ² = 0.94 11.8 % 

D 大豆用静電容量式 
（国内 A 社製） 

y = 1.42 x - 4.34、 R ² = 0.99 13.7 % 

A 

B 
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図１ 汎用循環式乾燥機によるトウモロコシ 

子実乾燥経過（表１①に対応） 

水分計 

 

図２ 各水分計の表示値と絶乾法の比較 

（表１の水分計と対応） 


